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県
民

ぐ
る
み
運

夏
の
交
通
事
故
防
止

ヒ
ヤ
ー
ツ
と
し
た

あ
の
一
瞬
を

忘
れ
る
な
ク

二

、

期

間

七
月
二
十
一
日
（
土
）
か
ら

八
月
二
十
日
（
月
）
ま
で

三
、
ス
ロ
ー
ガ
ン

過
労
運
転
と
こ
ど
も
の

交
通
事
故
を
な
く
そ
う

四
、
重
点
目
標

日
過
労
運
転
、

¢

防

止

口

こ

ど

唸

故
防
止

の
交
通
事

り
、
正
し

ラ
ル
の
実

と
に
よ
り
、

防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
を

る。
一
、
目
的
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平
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日

務

課
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に
あ
っ
た
く
ら
し
か
た
を

望
ん
で
お
り
、
次
に
ど
こ
ま
で
も

清
く
正
し
く
生
き
た
い
と
い
う
者

将
来
の
く
ら
し
方

村

内

の

青

少

年

は

、

の

よ
う
な
く
ら
し
か
た
を
望
ん
で
い

る
か
を
見
る
と
、
四
十
四
・
七
％

も
多
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
成
人
が
青
少

年
に
望
む
く
ら
し
方
は
、
ど
こ
ま

で
も
清
く
正
し
く
生
き
て
欲
し
い

と
い
う
の
が
五
十
六
・
八
形
と
非

常
に
多
く
、
青
ふ
の
考
え
方
と

は
相
違
が
あ
る
。

公

の

て

を

さ

さ

げ

て

く
ら
す
と
い
う
の
が
、
成
人
、
青

少
年
と
も
に
少
な
く
、
ま
じ
め
に

勉
強
し
て
名
を
あ
げ
る
と
い
う
青

少
年
は
、
全
く
い
な
い
。
こ
の
結

果
に
つ
い
て
見
る
と
、
現
代
の
青

少
年
は
、
あ
ま
り
物
ご
と
に
こ
だ

わ
ら
な
い
く
ら
し
方
を
望
ん
で
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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日常生活における地域のつながりについて

あなたのタイプ

とのかかわり合いは

もちたくないタイプ 4人

地域の人達との

つながりを大切に
するタイプ

57人

67.1% 

4.7% 

（完）

つ

な
が
り
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど

の
ク
イ
プ
で
す
か
」
に
つ
い
て
、

村
内
の
青
少
年
は
、
「
地
域
の
人

達
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る

タ
イ
プ
」
で
あ
る
と
答
え
た
者
が

六
十
七
•
一
形
と
多
く
、
「
隣
人

と
の
か
か
わ
り
あ
い
は
も
ち
た
＜

な

い

ク

イ

一

た

者

が

四

・

七

％

で

、

こ

と

が

な

の

社

会

で

は

、

の

つ

な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
く
と
い

う
者
が
う
す
ら
い
で
い
く
傾
向
の

中
で
、
本
村
の
青
少
年
の
多
く

は
、
地
城
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
地
域
及
び
隣
人
愛
の
現
わ
れ

と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

将来のくらし方について

100 -------・-
(%)~ 
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回

答

衣
食
住
を
満
た
す

へ
の
魂
が
あ
る
の
だ

へ
の

に
ボ
ッ
ク
リ
と

小
さ
な
土
の
山
が
出
来
た

す
ま
い

ア
リ
の
住
居
で
あ
る

見
る
と
ア
リ
は
天
然
自
然

の
衣
類
を
ま
と
い
な
が
ら

土
の
中
か
ら
一
匹
二
四
と

出
て
来
て

後
に
は
数
十
匹
の
ア
リ
の

群
が
一
列
に
な
り

数
を
増
し
な
が
ら

行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
る

そ
し
て
ア
リ
の
共
同
作
業
が

始
ま
っ
た

ア
リ
は
自
分
の
身
体
よ
り
も

大
き
な
虫
け
ら
を
何
匹
も
の

協
力
で
運
び
な
が
ら

と
う
と
う
住
居
の
中
に
引
き

入
れ
た

一
寸
の
虫
に
も
五
分
の
魂
と

い
う
が

ア
リ

貞

夫
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年
度
計
画
に
て
起
工
し
た
水
道

事
業
は
前
年
度
に
着
工
し
、
一

六、

0
0
0
余
米
の
送
配
水
管
工

事
及
び
受
水
槽
工
事
等
第
一
期
分

に
つ
い
て
は
計
画
通
り
の
完
成
を

見
た
次
第
で
す
。

本
年
度
は
残
工
事
全
部
と
、
給

水
工
事
を
施
工
し
、
当
初
よ
り
計

画
の
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
に

給
水
を
開
始
す
る
た
め
、
本
管
工

事
に
つ
い
て
は
六
月
十
一
日
、
給

水
工
事
は
六
月
十
二
日
入
札
を
行

は
請
負
業
者
の
決
定
を
見
ま
し

こ
。f
 工

事
は
七
月
よ
り
本
管
、
給
水

と
も
工
事
を
着
手
致
し
ま
す
の
で

工
事
中
は
道
路
掘
さ
く
な
ど
に
よ

り
地
域
の
方
々
に
ご
迷
惑
を
掛
け

四
十
八
年
度
藩
工

広
域
簡
易
水
道
事
業 (

I
\
(
＼
（，＼
ー
(
\
)

,
＼
‘, ＇
(
＼
I
\
)
ー
\
/
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〗

川 辺 公 民 館 落 成

る
と
思
は
れ
ま
す
が
何
分
の
御
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

入
札
の
結
果
決
定
の
業
者
は
左

記
の
通
り
で
す
。

-

r

本
管
布
設
工
事

請

負

業

者

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
ノ
一

五
ノ
―
二

昭
和
工
業
株
式
会
社
東
京
支

店
請

負

金

額

八
三
、
六

0
0、
0
0
0円

工
事
の
概
要

写
真
は
立
派
に
出
来
あ
が
っ
た

川
辺
公
民
館

(

＜

i
;
：
¥
、
ー
！
；
＼
（
（

l

：[

川
辺
区
で
は
昨
年
度
か
ら
和
尚

平
地
内
に
、
七
百
六
十
万
円
を
か
（

け
て
公
民
館
を
建
築
中
で
し
た

が
、
こ
の
程
立
派
に
出
来
上
り
、

六
月
十
日
来
賓
多
数
が
参
列
し
て

盛
大
に
落
成
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
公
民
館
は
、
七
十
二
坪
の

木
造
平
屋
建
で
地
元
の
熊
田
建
設

が
請
負
、
ス
テ
ー
ジ
は
大
広
間
、

調
理
室
、
小
会
議
室
、
そ
れ
に
放

送
設
備
ま
で
備
え
た
立
派
な
も

の
、
部
落
の
中
央
で
も
駐
車
場
も

あ
る
た
め
利
用
の
便
も
よ
く
、
早

く
も
集
会
、
研
修
会
の
場
と
し
て

連
日
利
用
さ
れ
て
い
る
。

請

負

業

者

郡
山
市
久
留
米
―
―
―
ノ
ニ
九

蜂
屋
工
業
株
式
会
社

（
蒜
生
、
小
高
、
中
、
岩

法
寺
、
竜
崎
）

（
南
須
釜
、
北
須
釜
、
吉
、

川
辺
）

送
水
管
¢

一
五
〇
粍

一
六
七
米

配

水

管

¢

五

0
ー
ニ

0
0

粍
一
九
、
五
六

0
米

減

圧

弁

室

ニ

ケ

所

揚

水

ボ

ソ

プ

ニ

基

消

火

栓

五

一

二
、
配
水
池
築
造
工
事

請

負

者

東
京
都
港
区
北
青
山
ニ
ノ
七

ノ
ニ
五

安
部
工
業
所
東
京
営
業
所

請

負

金

額

一
六
、
七

0
0、
0
0
0円

工
事
の
概
要

P
C
配
水
池
，
？
―
一
、
五

米

X
H
五、

0
米

場
内
配
管
、
敷
地
造
成
、
取

付
道
路
工

三
、
給
水
工
事
第
一
工
区

請

負

業

者

郡
山
市
深
沢
ニ
ノ
一
〇
ノ
一

二
株

式

会

社

東

設

工
事
請
負
額

一
五
、

0
0
0、
0
0
0円

工
事
の
概
要

三
七
五
戸
の
給
水
工
事

四
、
給
水
工
事
第
ニ
エ
区

水の事故

多発の時期．ク

戸
籍
手
数
料
を
改
正
す
る
政
令

（
昭
和
四
十
八
年
六
月
十
五
日
付

政
令
第
百
五
十
六
号
）
が
交
付
さ

れ
、
来
る
七
月
一
日
か
ら
施
行
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
七
月
一
日
か
ら
、

戸
籍
の
手
数
料
が
つ
ぎ
の
よ
う
に

改
正
さ
れ
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

旧
軍
人
の
普
通
恩
給
、
加
算
恩

給
、
一
時
恩
給
に
つ
い
て
は
既
に

広
報
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し

た
が
、
県
の
事
務
処
理
状
況
か
ら

見
る
と
未
請
求
者
が
あ
る
も
の
と

予
測
さ
れ
ま
す
の
で
未
請
求
者
は

早
期
に
手
続
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

|
—
す
み
ま
し
た
か

旧
軍
人
の
恩
給
請
求
は

（
こ
の
改
正
は
、
全
国
一
斉
に
行

な
わ
れ
た
も
の
で
す
）

七

十

円

七
月
一
日
か
ら

一
件
（
一
枚
）
に
つ
き

五

十

円

い
ま
ま
で

戸
籍
手
数
料
の

改
正
に
つ
い
て

請

負

金

額

工

事

の

概

要

一
九
、
八

0
0、
0
0
0円
五

九

八

戸

の

給

水

工

事
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絋
維
製
品
の
品
質

表
示
に
つ
い
て
は
、

昭
和
三
十
年
か
ら
織

維
製
品
品
質
表
示
法

が
施
行
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
、

そ
の
後
、
家
庭
用
品

品
質
表
示
法
に
吸
収

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
繊
維
製
品
に
つ
い

て
は
、
一

0
年
以
上
の
長
い
歴
史

が
あ
り
ま
す
の
で
、
糸
や
生
地
を

は
じ
め
、
二
次
製
品
に
い
た
る
ま

で
、
そ
の
大
部
分
が
、
こ
の
法
律

の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
が
着
て
い
る
下
着
に

『
綿
百
．
ハ
ー
セ
ン
ト
』
と
表
示
さ

れ
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
品
質

表
示
が
ど
の
よ
う
に
な
る
か
を
次

に
説
明
し
ま
す
。

①
表
示
す
る
事
項

い
繊
維
の
組
成

繊
維
製
品
に
つ
い
て
表
示
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
繊
維
の

組
ー
ー
つ
ま
り
、
ど
ん
な
繊
維
で

で
き
て
い
る
の
か
|
ー
ー
で
あ
っ

て
、
繊
維
の
名
称
と
そ
の
混
用
率

と
を
併
せ
て
表
示
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
「
ボ
リ
ニ
ス
テ
ル
六
五

l消費者のために 1

第4号

品

質

表
形
綿
―
―
一
五
飴
」
の
よ
う
に
書
き
ま

す
。
こ
の
場
合
に
「
上
衣
、
ス
カ

ー
ト
、
オ
ー
バ
ー
コ
ー
ト
、
ス
プ

リ
ン
グ
コ
ー
ト
、
レ
イ
ソ
コ
ー

ト
、
そ
の
他
コ
ー
ト
、
羽
織
、
き

も
の
」
に
つ
い
て
は
裏
生
地
の
組

成
も
併
せ
て
表
示
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

け

収

縮

性

「
収
縮
性
」
の
表
示
は
、
敷
布
、

カ
ー
テ
ソ
お
よ
び
カ
ー
テ
ソ
地
な

ら
び
に
毛
布
カ
バ
ー
お
よ
び
ふ
と

ん
カ
バ
ー
に
つ
い
て
行
な
い
ま

す。「
収
縮
性
」
は
、
日
本
工
業
規

格
」
一

0
四
二
（
織
物
の
収
縮
率

試
験
方
法
）
で
規
定
し
て
い
る
D

法
（
セ
ッ
ケ
ソ
液
法
）
で
試
験
し

た
と
き
の
「
収
縮
率
」
で
表
示
し

ま
す
。り

難

燃

性

「
難
燃
性
」
の
表
示
は
、
カ
ー
テ

ソ
お
よ
び
カ
ー
テ
ソ
地
な
ら
び
に

床
敷
物
（
パ
イ
ル
の
あ
る
も
の
に

限
る
）
で
あ
っ
て
、
品
目
ご
と
に

「
日
本
工
業
規
格
」
一

0
九
一

（
繊
維
製
品
の
燃
焼
性
試
験
方
法
）

規
定
す
る
試
験
方
法
で
次
の
表
に

掲
げ
る
と
お
り
試
験
し
そ
の
結
果

が
そ
れ
ぞ
れ
同
規
格
で
規
定
す
る

燃
焼
性
の
区
分
に
適
合
す
る
も
の

に
つ
い
て
な
行
い
ま
す
。

示

繊
維
製
品
の

り
第
四
回
商
工
会
主
催

.
口
圃
ロ
・
。
闘

□

.
口
璽

□

●□

●□

親
善
野
球

大

会

■

0
●□

●
口
國

□

U□

n□

璽
口
騒
口

恒
例
の
村
内
親
普
野
球
大
会
は

来
る
八
月
五
日
（
日
）
午
前
八
時

よ
り
泉
中
学
校
、
玉
川
第
一

校
々
庭
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご

観
戦
下
さ
い
。
参
加
予
定
チ
ー
ム

は
十
チ
ー
ム
で
す
。

次回は「表示の原則」について掲載します。

目 I i試験方法 燃焼性の区分品

炎を接したとき l, A-1法 1I 3 
1平方メート

溶融するもの i 

Iレ当たりの重
A-1法 3 カーテソとして

450グラ 炎を接したとき

用いられる織物
ム以下のもの 溶融しないもの D 法 2 

メリヤス生地お

よびレース生地 炎を接したとき I1 A-2法 3 1平方メート 溶融するもの ： 
ならびにカーテ Jレ当たりの重 I

i IA-2法 3 ソ 量が 450グラ
炎を接したとき

ムを超えるも

溶融するもの 2 の D 法

床 敷 物 D 法 2 
（パイルのあるものに限る。）

こ
ど
も
の

事
故
を

防
ぎ
ま

し
ょ
う

夏
休
み

で
す

七
月
は
、
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
一
環
と
し
て
法
務
局
と

人
権
擁
護
委
員
協
会
で
は
、
特
設

の
人
権
、
法
律
相
談
所
を
開
設
し

て
、
こ
ま
り
ご
と
、
も
め
ご
と
、

な
や
み
ご
と
な
ど
で
困
っ
て
い
る

方
々
の
相
談
相
手
に
な
り
問
題
解

決
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
今
年
は
本
村
に
そ
の
会

場
を
も
っ
て
、
つ
ぎ
の
と
お
り
開

設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
多

数
の
方
の
利
用
を
希
望
し
て
お
り

ま
す
。村

民
に
限
ら
ず
他
町
村
の
方
で

「
お
た
が
い
に

心
の
ふ
れ
合
う

明
る
い
社
会
」

と
こ
ろ

担

当

と

き

八
月
二
日
（
木
）
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま

で玉
川
村
公
民
館

人
権
擁
護
委
員

法

務

局

職

員

記

も
結
構
で
す
か
ら
心
あ
た
り
の
方

へ
お
す
す
め
下
さ
っ
て
、
多
数
利

用
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

-
＝
＝
＝
-

特
設
人
権
相
談
所
が

—
開
設

さ
れ
ま
す
—
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み
な
さ
ん
よ
く
た
ば
こ
消

費
税
と
言
う
こ
と
ば
を
聞
き

ま
す
が
、
た
ば
こ
消
費
税
は

ど
ん
な
仕
組
に
な
っ
て
い
る

か
を
お
知
ら
ぜ
じ
ま
す
。

こ
の
税
金
の
仕
組
は
村
内

の
た
ば
こ
屋
で
毎
月
売
上
げ

し
た
本
数
に
十
本
当
単
価
四

十
円
九
十
四
銭
（
昭
和
四
十

七
年
度
分
）
を
乗
じ
て
得
た

金
額
に
、
税
率
百
分
の
十
八

・
一
を
か
け
て
得
た
金
額
が

た
ば
こ
消
費
税
と
し
て
毎
月

日
本
専
売
公
社
よ
り
村
に
納

入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
o
.

昭
和
四
十
七
年
度
に
村
内

の
た
ば
こ
屋
で
取
扱
っ
た
数

等
は
次
の
と
お
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。

たばこ（ま村内の

たば
買いま

f

J

 

やで

しよ う

昭
和
四
十
七
年
度
村
に
納

入
さ
れ
た
た
ば
こ
消
費
税

39,419,000円
金

額

米
と
な
っ
て
お
り
、
た
ば
こ
消
費

税
は
村
税
収
入
の
十
六
幻
ク
を
占

め
、
村
財
政
の
大
き
な
財
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
た
ば
こ
は
村
内
の

た
ば
こ
屋
で
お
買
上
げ
い
た
だ
き

村
の
財
政
が
よ
り
豊
に
な
る
よ
う

に
御
協
力
く
だ
さ
い
。

8,380,430円

本

数

んz・-lzle

ハ
イ
ラ
イ
ト
⑳
日
本
専
売
公
社

外
科
的
障
害
ま
め
、
靴
ず
れ
な

ど
の
、
打
撲
、
切
り
傷
傷
、
ね
ん

さ
、
骨
折
。

内
科
的
障
害
腹
痛
、
下
痢
、
便

秘
、
過
労
、
食
慾
不
振
、
か
迂
」
、

ま
め
、
靴
ず
れ
の
原
因
、
ま
め
や

靴
ず
れ
の
原
因
は
、
靴
が
大
き
す

ぎ
た
り
小
さ
す
ぎ
た
り
、
靴
下
に

し
わ
、
つ
ぎ
、
穴
が
あ
っ
た
り
、

布
質
が
も
め
ん
な
ど
の
か
た
い
も

の
だ
っ
た
り
す
る
場
合
が
大
部
分

で
す
。靴

ず
れ
の
予
防
、
さ
い
し
ょ
―
―
―

2
四
血
で
い
ち
ど
休
み
、
靴
を
ぬ

い
で
素
足
に
な
り
、
風
に
冷
や
し

お
く
こ
と
が
、
靴
ず
れ
の
予
防

に
、
も
っ
と
も
効
果
が
あ
り
ま

す。
、
外
傷
の
手
当
、
軽
い
傷
な
ら
、

傷
口
を
オ
キ
シ
フ
ル
で
洗
い
、

外
傷

マ

〇
受
験
資
格

昭
和
二
十
五
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
三
十
一
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
者

0
試
験
区
分

一
般
事
務
囚
、
一
般
事
務
⑱

農
業
土
木
、
林
業
、
土
木
、

〇
申
込
期
間

八
月
一
日
し
九
月
二
十
五
日

0
試
験
期
日

第
一
次
十
月
十
四
日

第
二
次
十
一
月
中
旬

〇

申

込

先

福
島
県
庁
内
郵
便
局

（
〒
九
六

0
)

福
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局

福
島
県
職
員
採
用

候
補
者
初
級
試
験

〇
受
験
資
格

昭
和
二
十
四
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
一
＿
一
十
一
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
者

0
試
験
区
分

学
校
事
務

〇
申
込
期
間

八
月
一
日
！
九
月
二
十
五
日

0
試
験
期
日

第
一
次
十
月
十
四
日

第
二
次
十
一
月
中
旬

〇

申

込

先
．

．

 

福
島
県
庁
内
郵
便
局

（
〒
九
六

0
)

福
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局

福
島
県
市
町
村
立

学
校
事
務
職
員
採

用
候
補
者
試
験

試

験

あ

ん

な

し‘

山
に
多
い
病
気
と

「
山
が
そ
こ
に
あ
る
」
と
い
う

わ
け
で
登
山
は
水
泳
と
と
も
に
、

夏
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ソ
と
し
て

代
表
的
な
も
の
で
す
。

し
か
し
十
分
な
知
識
と
準
備
が

な
け
れ
ば
い
つ
「
病
気
が
そ
こ
に

あ
っ
た
」
な
ど
と
い
う
こ
と
に
な

ら
ぬ
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。

言．

I
・一・廿

＜

一

ヘ

人

f
J
 

ク
ー

ヘ

ー
キ
ロ
を
つ
け
、
消
毒
ガ
ー
ゼ
を

あ
て
て
、
ほ
う
た
い
を
し
ま
す
。

出
血
が
ひ
ど
い
と
き
は
、
傷
ロ

に
消
毒
ガ
ー
ゼ
を
あ
て
て
、
そ
の

部
分
を
強
く
圧
迫
す
る
よ
う
に
し

て
ほ
う
た
い
を
し
豪
守
。

出
血
に
は
動
脈
か
ら
の
出
血
、
静

脈
か
ら
の
出
血
、
お
よ
び
毛
細
血 “ ふ

管
か
ら
の
出
血
の
三
つ
が
あ
り
ま

す
が
、
ど
す
黒
い
色
を
し
た
静
脈

か
ら
の
出
血
、
お
よ
び
毛
細
血
管

か
ら
の
出
血
は
、
こ
の
方
法
で
と

ま
り
ま
す
。

し
か
し
鮮
紅
色
を
し
て
、
心
臓

の
鼓
動
に
つ
れ
て
ピ
ュ
ッ
。
ヒ
ニ
ッ

と
ふ
き
だ
す
動
脈
か
ら
の
出
血

は
、
多
く
の
場
合
な
か
な
か
こ
れ

で
は
と
ま
り
ま
せ
ん
。

こ
う
い
う
境
合
は
傷
よ
り
心
臓

に
近
い
と
こ
ろ
で
動
脈
に
ふ
れ
る

所
を
固
い
骨
に
向
か
っ
て
指
で
お

し
つ
け
ま
す
。

ま
た
オ
ビ
、
ヒ
モ
、
バ
ソ
ド
な

ど
を
用
い
て
ふ
と
も
も
や
上
腕
を

し
ば
っ
て
と
め
ま
す
。
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自
律
神
経
の
過
敏
な
人
は
、
季

節
の
か
わ
り
め
て
い
ど
の
刺
激
で

も
、
鼻
血
が
出
た
り
し
ま
す
o
,

そ
れ
ほ
ど
心
配
す
る
こ
と
は
な

い
の
で
す
が
、
た
び
た
び
く
り
返

し
、
し
か
も
な
か
な
か
止
ま
ら
な

い
鼻
血
は
、
血
液
疾
患
の
徴
候
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
か
ら
、
医
師
に

診
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
よ
い
。

ま
た
年
寄
り
の
鼻
血
は
脳
出
血

の
前
ぶ
れ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
か
ら

軽
視
し
な
い
こ
と
。

'

鼻
血
が
出
た
ら
、
坐
ら
て
せ
、

脱
脂
綿
で
鼻
の
穴
に
栓
を
し
ま

す。
な
に
も
な
い
と
き
は
、
親
指
と

、
―

-
i
-

—
―
―
』
_
＿
ー
＿
―
＿

i
-

＿
＿
_
こ
-
l
-

―
ー
＿
―
-
ー
~

ゥ

一

南

会

津

溝

井

一

郎

一

す
ぐ
前
の
山
に
消
残
る
雪
あ
る
に
田
植
初
む
る

111

＿
 

叩

南

郷

部

落

一

や
り
穂
な
す
杉
の
秀
群
を
か
す
め
飛
ぷ
雲
の
流

Ill

一

一

111

れ
の
白
き
片
片

＇
道
は
や
や
峠
を
を
越
し
し
頃
よ
り
は
こ
ぷ
し
の

花
が
咲
き
盛
り
お
り

＿
 

一

と

血
窓
の
外
の
曇
り
は
晴
れ
ず
桜
花
時
折
散
り
く
い

こ
よ
り
と
も

＿

ず

―
 

血
一
輪
二
輪
桜
花
散
り
一
日
の
曇
り
は
つ
い
に
ひ

Ill

111

ね
も
す
保
つ

l
-ー
＝
u
-ー

i
l
-

＿i
-
弓
_
l
i
-

—_
i

__
 ー 1

1
1
1
'
~

匹

一fa~口 医 学

人
さ
し
指
で
ぎ
ゆ
っ
と
鼻
の
頭
を

左
右
か
ら
つ
ま
ん
で
い
て
も
止
ま

る
も
の
で
す
。

鼻
血
が
出
る
と
、
す
ぐ
あ
お
む

け
に
寝
か
す
人
が
い
ま
す
が
、
血

が
ノ
ド
に
流
れ
こ
み
吐
き
け
を
お

こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
じ

っ
と
静
か
に
す
わ
っ
て
い
る
の
が

い
ち
ば
ん
で
す
。

た
く
さ
ん
出
血
す
る
と
、
の
ど

に
も
鼻
血
が
ま
わ
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
の
み
こ
ま
ず
に
吐
き
出
し
て

く
だ
さ
い
。

み
け
ん
の
鼻
の
つ
け
根
に
冷
た

い
お
し
ぼ
り
を
当
て
る
と
止
血
を

早
く
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

手鼻
血

当 り）

梅
雨
明
け
は
「
梅
雨
三
十
日
」

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
髭
い
た
い

今
月
の
二
十
前
後
に
は
明
け
る
は

ず
で
す
が
、
こ
の
梅
雨
だ
け
は
暦

に
書
い
て
あ
る
と
お
り
に
は
信
弗

出
来
ま
せ
ん
。

梅
雨
入
り
（
六
月
十
一
日
）
に

し
て
も
そ
う
で
す
が
、
地
方
に
よ

っ
て
、
だ
い
ぶ
ズ
レ
が
あ
っ
た
よ

う
で
し
た
。

．． ，
 

ま
し
て
梅
雨
明
け
を
暦
ど
お
り

に
あ
て
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

梅
雨
が
明
け
る
の
は
、
一
般
に

本
州
付
近
と
東
西
に
走
っ
て
い
る

梅
雨
前
線
が
次
第
に
北
上
し
て
、

そ
の
あ
と
小
笠
原
高
気
圧
と
い
わ

れ
る
北
太
平
洋
高
気
圧
の
張
り
出

し
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
の
が

普
通
で
、
こ
の
梅
雨
前
線
が
北
上

す
る
と
き
に
、
前
線
上
の
低
気
圧

な
ど
擾
乱
が
発
生
す
る
と
、
局
地

的
な
豪
雨
を
も
た
ら
す
わ
け
そ

す。
梅
雨
が
明
け
て
盛
夏
を
迎
え
ま

梅
雨
明
け

夕
立
ち
の
あ
の
大
粒
の
雨
が
や

小北南ク小川
部

須須

高釜釜 高辺落

菊
亡
者
氏
名

須

藤

ュ

涼

田

次

小

針

正

野

口

男

大

木

徳

国

井

ツ

夕吉房常音

年
令

(59) 

(68) 

(

5

8

)

 

(
1
6
)
 

(55) 

(81) 

（
六
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

部

落

岩

法

寺

竜

崎

ク南

須

釜

北

須

釜

出

生

児

氏

名

石
1

森

4
膀

仁

井

田

ミ

鈴

木

紀

大

越

子

小

針

美

明良真ュ

世
帯
主
名

貞

夫

郡

沿

ぃ

学
一

武

雄良

ク

孫
の
二
女

孫

． 
夕
立
ち

続

柄
孫ク

己
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為
お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

（
六
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

ん
だ
か
と
思
っ
て
、
戸
外
に
出

て
、
太
陽
を
背
に
し
て
空
を
見
上

げ
る
と
、
き
れ
い
な
七
色
の
虹
が

見
え
ま
す
。
虹
は
太
陽
の
光
が
雨

の
粒
に
屈
折
反
射
し
て
起
こ
る
現

像
で
、
ふ
つ
う
虹
は
平
地
で
す
と

半
円
形
に
見
え
ま
す
が
、
高
い
と

こ
ろ
か
ら
見
ま
す
と
円
形
に
見
え

た
り
、
二
重
に
見
え
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

虹
ほ
太
陽
の
光
の
ス
ペ
ク
ト
ル

で
七
色
に
わ
か
れ
、
、、、内
側
か
ら
、

ス
ミ
レ
、
ア
イ
、
青
、
緑
、
黄
、

ダ
イ
ダ
イ
、
赤
の
順
序
で
す
け
れ

ど
、
時
に
外
側
へ
弱
い
光
の
二
次

虹
、
つ
ま
り
二
重
に
見
え
る
と
き

の
虹
の
光
の
色
の
配
列
は
逆
に
な

～
っ
て
見
え
ま
す
。
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一
こ
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
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